
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」
○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

本校では、「生きて働く国語の力の育成～『読めた』『使えた』が自覚できる単元構想と授業づくり～」

をテーマに掲げ、教員一人一人の授業力向上に励んでいます。
そして、６月２８日（火）は、会津教育事務所の荒川指導主事に指導助言をいただく研究会として、

髙梨教育長様をはじめ町教委の皆様、「磐梯の教育」運営委員の皆様、町内幼小中の先生方にもご参加

いただいて、第４学年の授業研究会を開催しました。
『一つの花』を読み進めてきた子どもたちは、

山田教諭の示した文章との比較から、「お父さんは、

どんな思いで一つの花を見つめていたのかな」と
課題意識をもちました。そして、それに対する自

分の考えをタブレット内の付箋に書き込みました。

参観者からは子どもたちがタブレットを使いこな
せていることに驚きの声があがっていました。そ

の後、電子黒板に映しながら、全員で話し合いま

した。出征の万歳に対して「本当は…」と想像を
広げるなど、子どもたちなりによく考えられてい

たと思います。最後の振り返りでは、授業を通し

て変容した自分の考えがまとめられました。
多くの参観者に見られながらの授業で緊張もあ

ったとは思いますが、教師の言葉がけの優しさや

それに対する子どもたちの反応のよさに、たくさんお褒めの言葉をいただきました。たくさんの示唆に
富んだご指導もいただきましたので、これからの授業づくりに役立てていきたいと思います。

幼小中一貫教育の充実
幼稚園、小学校、中学校を磐梯町で学ぶ子どもたちにとって、教職

員が価値観を共有していれば、安心して過ごすことができるはずです。

磐梯町は他の市町村に先駆けて幼小中一貫教育を打ち出し、実践して

きました。園児・児童・生徒が交流する行動連携はもちろん、教職員
間の情報連携も丁寧に行っています。そのような中で、理想の保育・

授業像を共有することも大切な事業の一つです。

上記６月２８日（火）の研究会では、授業後に教職員による事後研
究会を実施し、幼稚園や中学校の先生方にもご参加いただきました。

幼稚園の先生方の子どもとのかかわりやひきつけ方、中学校の先生方

の教科独自の専門性等、とても興味深い話題がたくさん出てきて、み
な頷きながら聞いていました。また、４年前の幼稚園児の時の様子や、

現在の中学生が小学校時代をどのように過ごしていたのか想像しての

話題等も出てきて、参加者一同とても有意義な時間を過ごすことがで
きました。

こうしていろいろな見方にふれることで、視野が広がり、授業力向

上にも役立つはずです。今回の研究会で得たことが、目の前の子ども
たちのためになるよう、生かしていきたいと考えています。
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好天に恵まれた６月２３日（木）、２４日（金）の両日、磐

梯町連合小学校による６年生の修学旅行を実施しました。

１日目、松島では五大堂・瑞巌寺見学の後、一小さんと合
同班による班別行動を行いました。自分たちで計画を立てて

活動できたことで大きな自信になったことでしょう。昼食後

は遊覧船の乗船を楽しみ、その後、うみの杜水族館に行きま
した。イルカショーを楽しもうと、カッパを準備して最前列

に行く子どもたちの姿が印象的でした。

夜は仙台ロイヤルパークホテルに宿泊し、優雅な雰囲気の
中でゆったりと休むことができました。

２日目、仙台市科学館では、活動班で展示物の見学や体験

を行いました。科学の不思議さに興味をもって学習する姿が見られました。その後、震災遺構荒浜小学
校に行きました。震災について聞いたことはあっても、実際に津波の高さや恐ろしさを建物にある跡や

資料から実感することは初めての子どもも多く、それぞれに深く感じ考えることのできた時間となりま

した。午後はベニーランドでの活動となりました。一小の子どもたちともすっかり仲よくなり、残り時
間を惜しむようにギリギリまで楽しんでいる様子が印象的でした。

今回の修学旅行ではマスクの着用や手指消毒の徹底等、感染対策をして臨みました。こうして全員元

気に過ごすことができましたことに安堵しております。ご家族の皆様にも検温や健康観察等のご協力を
いただき心より感謝申し上げます。

ちょっといい話 17
「校長先生、毎朝ご苦労様。」
赤枝地区で児童の登校の様子を見ている時、突然地域の方が話しか

けてきてくださいました。そして、この素敵な写真をいただきました。

水面に映った裏磐梯。実際の写真は上下が分からなくなるほど、も
っと美しいものです。

年間に数回しかチャンスがないという貴重な写真を頂戴しましてあ

りがたく思いましたが、それ以上に、こうして地域の方が学校に関心
を寄せてくださっているということを幸せに感じました。地域ととも

に歩む学校でありたいと常々願っているところであり、つながりが生まれていくのは学校としても喜び
です。今年度は、これまでコロナ禍で中止してきた地域の方との関わりもできる限り実施していきたい

と考えております。その際は、地域の皆様どうぞよろしくお願いいたします。

７月のおもな予定とめあて
〈７月の予定〉 〈７月のめあて〉

１日（金） 授業参観、教養講座、全体会 ◎ 一学期のまとめをしよう
学年懇談会 ※弁当日 ○「あいさつ・そろえる・あったかことば」

４日（月） 短縮５校時 をふりかえろう
７日（木） 水泳講師招聘授業（３，４年） ○係や当番の仕事を進んでやろう

１１日（月） 良い歯の教室 ○学校をきれいにしよう
水泳講師招聘授業（５，６年）

１２日（火） 地区子ども会 ◇ ７月１日（金）の授業参観ならびに学期末
１４日（木） 水泳講師招聘授業（１，２年） 懇談会、お世話になります。子どもたちが生
１５日（金） 短縮５校時、栄養指導 き生きと学習に取り組む姿をどうぞご覧くだ

５年校外学習（ジオパーク） さい。懇談会では、１学期の反省や夏休みの
１８日（月） 海の日 生活等についての大切な話し合いを予定して
１９日（火） 水泳壮行会 おります。万障繰り合わせの上、ご出席をお
２０日（水） 第１学期終業式 願いします。なおマスク着用等の感染予防に
２５日（月） 緑の少年団表彰式 もご協力ください
２６日（火） 水泳交歓会（５，６年）
２９日（金） 第53回岩手県緑の少年団大会

※福島県代表として参加


